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岡本 弘毅（株式会社エデュソルCEO・一般社団法人
ロボッチャ協会代表理事・株式会社スコップCEO・特
定非営利活動法人子ども大学水戸理事長）

世界に羽ばたく「倭僑」の育成のため、従来の教育だけではな
く、STEAM教育やSDG’s教育（ESD）、グローバル教育を中心
に、3歳から社会人までの幅広い年齢にあわせた、様々な教育
プログラムを提供している。2020年、株式会社電通、株式会
社TBSホールディングスとともに、JVとして株式会社スコップ
を設立し、実践的想像力を育むSCHOP SCHOOLを開校。



学校においての環境学習 ＝知るで終わらない学び＝

幼少期からの環境学習 ＝知るから始まる学び＝

民間企業と連携したWS ＝自分ごとになる気づき＝
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学校においての環境学習
＝知るで終わらない学び＝
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ZES

Net Zero Energy School（ネット・ゼロ・エネル
ギー・スクール）の略称で、快適な室内環境を実現し
ながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの収支
をゼロにすることを目指した学校のことです。

建物の中では人が活動しているため、エネルギー消費
量を完全にゼロにすることはできませんが、省エネに
よって使うエネルギーをへらし、創エネによって使う
分のエネルギーをつくることで、エネルギー消費量を
正味（ネット）でゼロにすることができます。
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Main PROJECT
1

何をどうすれば、消費量
を減らせるかの仮説を立
て、実際に行動に移す。

2

3

学校のエネルギー消費量
をどのように減らすこと
ができるのかを考える。

自分の家のエネルギー消
費をどのように減らすこ
とができるのかを考える。

4

地域や他の施設での消
費量を減らせるのかを
考えて、行動に移す。
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我が家はどれくらいの電気を使用しているのか？
自分たちでエネルギーをつくり、創エネ・省エネを自分ごとに。

・仮説を立てながら、
身近なエネルギーの消費・生産を学ぶ

・Eco-Denを使って、実際に発電をしてみる

・Eco-Denで採取したデータを分析

・自分のスマートフォンやタブレットを充電！

・ZESに向けて何を行っていくかの計画化
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★調べて終わるのではなく、ネクストアクションまで行う学びへ

知る

考える

調べる

行動する

検証する

広げる
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・GEEをつかって、データを取得し、解析を行う

・小水力：ミニ水車を作り、学校の前の噴水で発電する方法を提案

・太陽光：学校事務に掛け合い、学校の太陽パネルの7年分のデータ
をもらい、学校のどこに太陽光パネルを置けば最も効率的に電力を生
産できるのかを提案

・床発電：全校生徒の足の裏に圧電素子（ピエゾ素子）をつけて発電
をする方法を提案

・足こぎ人力発電：学校にジムを作って、月額制で全校生徒から利用
費をもらう。漕いで作り出した電気をそれぞれのMacやiPadの充電
に使う。学校の消費電力をどれだけ削減できるのかを提案。

・バイオマス発電：給食の食べ残しを用いたバイオマス発電を提案

・省エネ：電気やエアコンをつけないことでどれくらいエネルギー消
費を削減できるかを試算し、快適さへの影響を検証

★ZESに向けて何を行っていくかの計画化
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幼少期からの環境学習
＝知るから始まる学び＝



©Edusol Inc.

【沿革】

2014年・・NPO法人「子ども大学水戸」設立
2016年・・夏の特別講座「先端技術見学ツアー」開始
2018年・・協力企業、組織が50法人を突破
2019年・・累積10,000人の動員を突破
2020年・・新型コロナによって第6回講義からオンライン配信開始
2021年・・完全オンラインに変更し、対象を日本全国へ拡大
2022年・・海外からの参加者も迎え入れ、日本最大の子ども大学へ

  累積で延べ20,000人の動員を突破
  夏の特別講座で、上野・国立科学博物館からナイトミュージア
  ムとしてライブ配信を実施

2023年・・10期目を迎え、事業名を「子ども大学グル―バル」に改名



コーポレートミッションとして、
「子どもたちが「夢」を持ち、「夢」を語れる、環境をつくる。」をテーマに、2014年に設立。

「夢」を持つことは、自分の将来を考えること。しかし、「夢」を持つための知識やきっかけは、自然発生するわけではあり
ません。だからこそ、「夢」の範囲を広げるためには、幼少期から幅広い分野の知識と体験を積むことが必要となります。

子ども大学水戸では、身の回りで起こる“自然現象”や“社会現象”の素朴な疑問を題材として、専門分野の有識者による大学レ
ベルの講義を行います。学校教育における教科学習の枠から飛び出した学びの体験は、子どもたちの知的好奇心を刺激し、学
ぶ楽しさと共に、物事の本質を見抜く洞察力や推測力などの真の学びの力を育みます。

そして、そこから身につけた探求心は、自分の興味の対象を広げ、きっと将来の「夢」へとつなげてくれるはずです。子ども
大学は、子どもたちが、将来世界に羽ばたく人財となれるように、「夢の種」を与えられる存在でありたいと考えています。
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★顧問 的川泰宣（ＪＡＸＡ名誉教授）

【専門分野】宇宙航空研究開発機構・教育・広報アド
バイザー、専門領域は、宇宙工学。
宇宙博2014監修者。国際宇宙教育会議日本代表、浜
銀こども宇宙科学館館長、「子ども・宇宙・未来の会
（ＫＵ－ＭＡ）」名誉会長ほか。東京大学宇宙航空研
究所、宇宙科学研究所、宇宙航空研究開発機構（ＪＡ
ＸＡ）教育・広報統括執行役、同宇宙研究本部対外協
力室長を経て、2005年には、ＪＡＸＡ宇宙教育セン
ターを先導して設立、初代センター長となる。

★学長 内田 伸子（お茶の水女子大学名誉教授）

【専門分野】発達心理学,認知心理学,保育学．
1968年お茶の水女子大学文教育学部卒業、1970年同
大大学院人文科学研究科修了、学術博士、1970年一
橋大学社会学部助手、1976年お茶の水女子大学文教
育学部専任講師、助教授(1980)、教授(1990)を経て
1998年同大大学院人間文化研究科教授。2002年より
子ども発達教育研究センター長、2004年より文教育
学部長、2005年より理事・副学長,2009年より大学
院人間文化創成科学研究科教授 ,2012年より現職．
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環境に関する学びは、第1期から講義を実施。

様々な分野と「環境」は、密接な関係があることを理解し、学びを深めています。

「なんでだろう？」の問うことの大切さに！

子どもだけではなく、保護者も一緒に学ぶことによって、「自分ごと」になるような学びの場を提供。

小・中学生のころから、絶対解がない問いに対して、専門家の話を聞き、家庭で話をし、理解を深め、

何かしらの行動をとるきっかけを与える講義を実施しています。



自分ごとにするためのアクション

第10期の第4回講義で、実際にカンボジアに学校建設

を行い、日本とカンボジアとの懸け橋をされている社

会起業家「橋本博司先生」の講義を受講し、同世代の

子どもたちがおかれている現状を知ったことで、多く

の学生から、“自分たちができるアクションを起こして

いきたい！”という声が多数あがりました。そして、こ

れを受け、本学では、冒頭のプロジェクトを立ち上げ、

2024年度末までに、カンボジアに学校を建設（竣工）

するアクションを起こしました。

カンボジアに学校を建設することで、現地の子どもたちとオン

ラインで会話をしたり、お互いの文化や制度、夢などについて

の交流をしたりする予定です。学生たちの学びの領域を世界へ

と広げ、異文化への興味関心を育むだけではなく、世界で何が

起きているのかを知り、自分事の問題として考えるきっかけを

与えていきたいと考えております。
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レゴ®ブロックを活用した、市民対話型のワークショップを展開。
大和リース社と「地域教育プロジェクト」を年間を通して開催したり、ヴィッセル神戸と都市
計画を考える市民対話型ワークショップを開催。

環境や防災、都市計画など、単体では集客ができないテーマでも幅広い年齢層に参加をしても
らい、必要性の浸透ややネクストアクションをコミットメントする活動を定期的に実施。
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★今後の民間での学びにおいて必要なモノ★

テクノロジーの学び

と

自分ごとにする機会の提供

と

Creative problem-solving（創造的問題解決力）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17

